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論 文

1．はじめに

　豊田合成が取り組む将来モビリティ社会の課題
　CASE，自動車業界のみならず，将来のモビリ
ティ社会を象徴する言葉として当たり前のよう
に，世界の自動車OEMがCASE戦略としてメディ
アを賑わし，既に聞き飽きた感もあるが，もとも
と 2016 年のパリモーターショーにおいて， 
Connected（コネクテッド），Autonomous（自動
運転），Shared & Services（カーシェアリング/サー
ビス），Electric（電動化）の頭文字をとった造語
を使い，当時のダイムラーAG，CEO，メルセデ
スベンツ会長のディエター・チェッチェ氏が提唱
した中長期戦略の中で用いたのが始まりである．
　高分子自動車製品を主な生業とする豊田合成
には縁がなさそうな CASE だが，我々が手掛け 

る既存商品の進化に欠かせないキーワードとな
ると認識している．例えば，Autonomous（自動
運転）は 2020 年から国土交通省の法規にも明文
化され，Lv.3（図－ 1）の自動運転車が市場に登
場し始める．

図－ 1　国土交通省の自動運転計画
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要旨
　将来の CASE が浸透したモビリティ社会に向けて，豊田合成は SDGs のゴールNo.3「すべての人に
健康と福祉を」，No.9「産業と技術革新の基盤をつくろう」に関する重要課題である安心，安全，快適
なシステムの開発に取り組んでいる．インテリアでは，自動運転車に向けた手動－自動の受け渡し技術，
さまざまな情報を知らせるディスプレイ，エクステリアでは，センサ向け製品や他車，歩行者との表示
によるコミュニケーション製品について目指す姿を紹介する．

Abstract
　Toyoda Gosei is working to develop safe and comfortable systems related to Sustainable 
Development Goals No.3, “Good Health and Well-Being,” and No.9, “Industry, Innovation and 
Infrastructure,” which are key issues in achieving a future mobility society where CASE technologies 
have firmly taken root.  This article introduces our vision for manual and automatic delivery 
technologies for autonomous driving and displays that provide various information in vehicle interiors, 
and products for sensors and communication products that display information to other vehicles and 
pedestrians for vehicle exteriors.
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　最初は特定の高速道路限定ではあるがクルマ側
のシステムに安全義務責任を持たせることでセカ
ンドタスク，例えば車内でドライバーはハンドル
操作やアクセル，ブレーキ操作，車線変更や速度
制御等，360°あらゆる状況の安全履行をクルマ側
が持つことで，例えばドライバーも映画鑑賞がで
きたり，スマートフォン操作や，当然同乗者とも
様々なコミュニケーションをストレスなく楽しむ
ことができるようになると言われています．
　そのような自動運転時代のハンドルとは？自動
運転の時の室内の過ごし方は？また従来はドライ
バーと歩行者がアイコンタクトで取っていたが，
自動運転のクルマと歩行者はどうやってコミュニ
ケーションするのか？ Electric（電動化）は，エ
ンジンに変わるモーター周りの部品は？電費に影
響する空力部品は？燃料タンクに変わる電池周り
の部品等々，安心，安全，快適に向けたとりまく
課題は枚挙にいとまがない．
　また，CASEと同時にモビリティ社会課題解決
のキーワードでMaaS という言葉もよく聞かれる
ようになってきた．様々な移動に係る業種によっ
て定義にばらつきがあるが，一般的には自動車や
自転車，バス，電車など，さまざまな交通手段を
個別の移動手段としてではなく 1つのサービスと
して捉え，シームレスにつなぐ新たな移動概念で
ある．
　2015 年の ITS 世界会議で設立された「MaaS 
Alliance」（図－ 2）では，「MaaS は，いろいろ
な種類の交通サービスを需要に応じて利用できる
一つの移動サービスに統合すること」と定義され
ている．1）

図－ 2　MaaS Alliance

　この中でクルマの役割としては，CASEでいう
ところの Shared & Services と親和性が大きく，
自家用車やレンタカーの共同利用や，Uber 等の
配車サービスから将来は無人タクシー等が当ては
まると考える．

　但し，昨今の新型コロナウイルス感染症の世界
的な流行は，この考え方に一石を投じる新たな社
会課題をもたらしており，むしろヒトが移動する
より，モノやサービスの移動，例えばネット通販，
食事のテイクアウト，医薬品等々の自動運転無人
配送車ニーズに注目が高まっている．無人運転と
いえども，いざとなればドライバーが運転を変わ
り緊急時の対応ができる POV（Personally 
Owned Vehicle）と違いすべてをスタンドアロー
ンで制御しなければならない．
　自動運転無人配送車も，POV以上に歩行者や，
あらゆる社会とのコミュニケーションを取り，安心，
安全，快適に目的地にたどり着けるよう，システム
やツールが必要となる．
　本稿ではこれらの課題に対し，今回は CASE
での，特にハンドルや内装部品に関連するコック
ピットやキャビンについて，また外装部品，エク
ステリア周りの将来に向けた取り組みについて紹
介していく．

2．コックピットの安心，安全，快適とは

　CASE の進化，特に自動運転（Autonomous）
の実現で車室内の過ごし方は大きく変化するだろ
う．独ダイムラーが 2016 年に CASE を唱えてか
ら世界中のOEMが自動運転レベル 2を投入して
おり，今後レベル 3投入も控える中，自動運転時
のセカンドタスクとして

・音楽や映画鑑賞
・読書やゲーム
・会話
・仮眠
・食事

等が考えられる．これらは運転から開放された時
間を有効に活用する新たな時間と捉えられる
（図－ 3）．

図－ 3　セカンドタスクのイメージ
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　一方自動運転については，2020 年国土交通省
の法規化も進み，レベル 3では高速道路等のある
条件下ではドライバーがシステムや周辺状況を監
視する義務から開放され，セカンドタスクも実現
していくことになる．
　この自動運転の進化を見据え，“シンプルでより
広い，人中心の快適な車室空間”の実現，“自動
運転と手動運転を安心，安全に切り替える”コック
ピットの開発が加速していく．

2 － 1．コックピットの変化
　“シンプルでより広い，人中心の快適な車室空間” 
の実現として，HMI（Human Machine Interface） 
に大きな変化がみられる．メーターとセンター
ディスプレイが大型化されフロントウィンドウに
HUD（Head up Display）が表示される．また，
スマホ中心に変化したユーザーとつながるディス
プレイオーディオの普及や音声認識も格段に進化
してきている．将来は，フロントウィンドウ全体
がディスプレイに変化したり，快適性へのおもて
なしホログラムや照明等が増加し，車がリビング
に変化していく（図－ 4）．

図－ 4　コックピットの変化のイメージ

　同時にスイッチ類を極力減らして，シンプルで
多機能な快適車室内を追求する傾向もあり，イン
パネやハンドルがディスプレイやシート等と連携
するために部品メーカー間の連携も重要になるだ
ろう．

2 － 2．自動運転での安心，安全
　先に自動運転のレベル 3投入が近いと言及した
が，我々にとって，まだまだ身近なものではなく，
世界市場予測でも 25 年に数万台，30 年に数十万
台とゆるやかな成長になるだろう．一方レベル2の
ような高度運転支援は，成長が予測され，20 年
500 万台，25 年は 1,300 万台，30 年は 2,500 万台
と急成長となる．
　この高度運転支援を支える技術として

・自動ブレーキ

・ドライバーモニター
・車線維持支援
・車線変更支援
・側前方衝突回避支援
・駐車支援（カメラ＋ソナー，俯瞰映像）
・暗視カメラ

等が上げられる．
　既に自動ブレーキや駐車支援技術等は身近な技
術であるが，今後，拡大が見込まれるドライバー
モニターには，ハンズオン /オフ（ハンドルを握っ
ているか /否か），アイズオフ（運転動作から視
線を外す）等の機能が追加される．これら機能の
ドライバーへのスムーズな受け渡しを見据えた
豊田合成の開発事例を紹介する（図－ 5）．

図－ 5　自動運転機能受け渡しイメージ

2－ 3．自動運転対応ハンドル
　自動車のハンドルは，車とドライバーが最も身
近で接点となる製品で，車を操作するときの操舵
機能，衝突したときドライバーを保護するエア
バッグなどの安全機能，オーディオを操作するス
イッチなどの利便機能が装備されている（図－6）．

図－ 6　ハンドル量産品

　今後，自動運転車両の普及が進んでいくが，完
全自動運転車両が普及するまでは，ドライバーが
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ハンドルを握り運転するシーンが存在し，これま
で以上にハンドルが安全性，快適性で重要な役割
を果たすことになると考える．
　国内における交通事故死亡者数はこれまで衝突
安全技術の普及により年々減少してきたが，まだ
年間3,000人以上の人が命を落としている．また，
運転手の健康状態に起因する事故は，全体の約
9％発生している．事故を未然に防ぐ技術として
は，人の健康状態を検知する「見守り機能」が考
えられる．ドライバーの心理，身体的な状態を判
断するため，心拍や体温など人の状態を定量的に
測定できる赤外線カメラやサーモカメラの活用が
考えられる．このようなセンサーをハンドルに組
込み，ドライバーの正面で生体情報を自動計測し，
ドライバーの健康状態を把握することで事故防止
に役立つことができる．2），3）

　自動運転技術が進んでも，ドライバーが車両を
運転するシーンでは，常にハンドルを握り安全運
転を維持することが基本である．しかし，自動運
転中はドライバーが車を運転しないシーンも存在
するため，これまで以上にドライバーへ車両の状
態を分かり易く伝える必要がある．車の状態をド
ライバーへ直感的に伝える技術としては，「イン
フォメーション機能」が考えられる．走行車線を
逸脱しそうになるとハンドルのディスプレイで危
険を表示，LED の光の色と点灯エリアが変化，
ハンドルのグリップが振動，音で注意喚起する．
　以上のような通知機能は，ドライバーが運転中
に触れるハンドルに装着されることが望ましい
（図－ 7）．

図－ 7　 2019 年東京モーターショー出展
自動運転対応ハンドル

サイネージディスプレイ
Signage display

赤外線カメラ・サーモカメラ
IR camera ・Thermo camera

照明付把持検知
センサグリップ

・Grip detection system
with Warning light左右独立振動モーター

RH/LH independent 
vibration motors

小型エアバッグ
Compact Airbags

ステア・バイ・ワイヤ対応パームレスト
Grip corresponding steer-by-wire

※1 ヒューマン・マシン・インターフェイス
　 Human Machine Interface

　また，操作の快適性を向上するためにもハンド
ルの役割は大きい．これまで車両をUターンする
ようなシーンでは，ハンドルを操舵する際，ハン
ドルを 2 回転以上回し，肩の可動範囲が少ない
ドライバーの負担となっていた．
　将来，ステアバイワイヤ技術が普及すれば，ハン
ドル操舵は半回転以内となる．この技術の進化に
より，ハンドルの形状は従来の丸型から四角のよ
うな異形形状に変化し，ハンドルを回す際にハン

ドルを持ち替えずに回せるようになる（図－ 8）．
　

図－ 8　 2019 年東京モーターショー出展
バイワイヤ式ハンドル

　更にメーターや前方の視界が向上し，車を乗り
降りするときに足元空間が大幅に拡大する．

3．エクステリアの将来に向けた取り組み

3－ 1．エクステリア製品の変化
　クルマの自動運転化，電動化に伴い，エクステ
リア製品も大きく進化をしていく．自動運転化に
はミリ波レーダーや LiDAR といった各種セン
サーが車両全周に装備されつつある（図－ 9）．
センサーが搭載されることでクルマのデザインが
損なわれる．そこで，センサー機能と意匠デザイ
ン性を確保したエクステリア製品が求められる．

図－ 9　各種センサー搭載位置例

　更に自動運転が進み人が運転しないモビリティ
が街の中を走行するようになると，今まで運転手
と歩行者がアイコンタクトでコミュニケーション
を取っていた行為ができなくなる．そうなると運
転手の代わりに自動運転のモビリティとコミュニ
ケーションを取る手段が必要になってくる．その
ために，光や音などを使ってコミュニケーション
をとるエクステリア製品が増えてくると予測さ
れる．
　電動化においては，走行距離を延ばしたいため
電費向上が求められる．エクステリア製品には，
空力特性が求められ，いかに空気抵抗を減らすか
が重要になる．そのため，意匠面も凹凸形状から
フラット形状になり，開口が必要な部品も必要に
応じ開口を閉じるシャッター機能が求められる．
　これら変化を捉えた将来の街を描き，そこに必
要な開発アイテムを示す（図－ 10）．
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図－ 10　人とクルマをつなぐエクステリア像

　これらアイテムについて，次に紹介していく．

3 － 1－ 1．センシング機能関連商品
　自動運転に必要なセンサーとして，ミリ波レー
ダーがある．豊田合成は，そのミリ波を透過する
エンブレムを量産している（図－ 11）．

図－ 11　ミリ波エンブレム

　このようにセンサーの前に電磁波を透過する加
飾を施したエクステリア製品を配置することで，
車両の意匠性と機能性の両立を実現している．今
後は，製品の変化で述べたようにミリ波レーダー
以外のセンサーも搭載されていくことから，ミリ
波エンブレムと同様に意匠性と機能性を両立した
製品が増加していくと予測される（図－ 12）．

図－ 12　センサー透過製品例

　また，自動運転下では，様々な環境下でもセン
サーが作動しなければならない．例えば，降雪の
走行時ではミリ波エンブレムのようなセンサー透
過製品の表面に雪や汚れが付着しセンサー作動が
停止してしまう．そのため，表面の雪を融かす機
構や汚れを落とす洗浄機構，更には，雪や汚れが
付かない表面状態が求められる（図－ 13）．この
ように，自動運転のためにエクステリア製品も機
能が向上していく．

図－ 13　表面洗浄機構事例

3－ 1－ 2．コミュニケーション機能付与製品
　自動運転レベル4，5においては，車両システム
が全ての運転操作を行うことになる．特に，スマー
トシティでのラストワンマイル下では，歩行者と
自動運転モビリティが共存して通行することが
予測されている．その中において，自動運転中の
モビリティと歩行者とのコミュニケーションの
必要性が求められている．コミュニケーションを
取らなければ人とモビリティは，安心，安全，快適
に目的地にたどり着くことができない．そのため
にエクステリアとしては，光や音を使ったコミュ
ニケーション製品が検討されている．その事例を
図－ 14に示す．

図－ 14　光と音でのコミュニケーション事例

　例えば，前に人が立っていてクルマの前を横切
るかを迷っている場合がある．その際，クルマ側
のカメラで人を検知し，骨格の動きで行動を予測，
グリルを光らせ人に行動を促す（図－ 15）．

図－ 15　人検知と表示事例
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　この技術を使ったコミュニケーション事例を
2019 年に開催された東京モーターショーに出展
したので紹介する（図－ 16）．

図－ 16　2019 年東京モーターショー出展品

　ディスプレイ上部にカメラが搭載されており，
そのカメラ画像を人体骨格検知システムにて人の
動作を解析，その動作に合わせディスプレイにコ
ンテンツを表示する提案を行い必要性の反響を得
られた．
　今後のモビリティには必須のアイテムであり，
今回の光表現だけでなく，音声とも兼用すること
で分かりやすい相互コミュニケーションツールの
開発が加速される．

3 － 1－ 3．空力機能付与製品
　クルマの電動化において，走行距離を延ばすた
めに空力特性の向上が必要となっている．エクス
テリア製品においては，走行時に空気の流れを妨
げないようにグリルは凹凸形状を無くした同一面
意匠になりつつある．また，電池の冷却のために
空気の流れ改善の開口が必要な場合においても，
充電中など冷却が必要な場合は窓を開け，走行時
など空力性能が必要な場合は窓を閉じるアクティ
ブシャッター機能が搭載されつつある（図－17）．

図－ 17　アクティブシャッター機能事例

　このように電動化においてもクルマのエクステ
リア意匠，機能性が大きく変化していく．

4．まとめ

　本報告では，2019 年東京モーターショー以降
の CASE の取り組みを中心に紹介してきたが，
昨今，新型コロナウイルスの蔓延により暮らし方
に変化が表れ，MaaS，シェアカー等でのパーソ
ナル空間の安全性が問題になってきている．今後，
豊田合成の紫外線 LED技術を用いて車室内空間
の安全性にも貢献していきたい．

参考文献
1 ） 国土交通政策研究所報 第 69 号 P2
2 ） 警視庁，令和元年中の交通事故死者数につい
て，P1

3 ） 国土交通省，乗務員の健康に起因する事故に
ついて 平成 24 年 2 月，P6

著　　者

大松直樹 金子岳志

鈴木滋幸 三沢明弘



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [250 250]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


